
追
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苔
口
知
平
先
生
を
慰
ん
で

宗
教
法
学
会
の
創
創
立
者
で
も
あ
り
、
宗
教
法
学
研
究
の
指
導
者
で
も
あ
っ
た
谷
口
知
平
先
生
は
、
八
五
歳
を
一
環
と
さ
れ
、
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一
九
八

九
年
一
一
足
八
日
に
ど
逝
去
さ
れ
た
。
先
患
は
、
龍
谷
大
学
法
学
部
に
お
い
て
宗
教
法
に
関
す
る
論
文
を
多
角
的
に
発
表
さ
れ
る
と
と

も
に
、
宗
教
法
学
の
理
論
的
発
展
の
た
め
の
学
会
の
設
立
に
稽
力
的
に
活
動
さ
れ
、
一
九
八

O
年
一

O
Rに
は
、
川
島
武
宜
先
生
と
共

に
、
宗
教
法
学
会
を
創
立
さ
れ
た
。

谷口実目玉jl先食を偲んで

一
九
七
一
一
一
年
頃
か
ら
、
先
生
の
握
唱
、
指
導
で
、
科
学
研
究
費
の
助
成
を
受
け
龍
菩
大
学
宗
教
法
研
究
会
が
組
識
さ
れ
、
宗
教
法
の

研
究
を
始
め
た
が
、
そ
の
後
七
七
年
頃
に
先
生
は
、
辺
ず
小
教
該
に
関
す
る
研
究
を
龍
谷
大
学
だ
け
に
嘗
め
て
お
く
の
は
学
問
の
発
麗
の

よ
か
ら
も
議
開
だ
。
な
ん
と
か
全
国
的
な
農
模
で
宗
教
法
の
学
会
を
呼
び
か
け
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
」
と
、
宗
教
法
学
会
の
設
麓
を
熱

心
に
提
唱
さ
れ
た
。
そ
し
て
よ
く
七
八
年
に
、
川
島
武
宜
先
生
を
有
楽
町
の
事
務
所
に
訪
ね
、
そ
こ
で
宗
教
法
砂
玄
試
の
設
立
の
話
が
ど

う
に
か
具
体
花
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
学
会
の
制
創
立
当
時
の
理
事
の
先
生
方
の
多
く
は
谷
口
先
生
の
輔
さ
か
け
で
、
蛍
ム
五
割
立
に
参
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泊
さ
れ
た
も
の
と
記
憶
し
て
い
る
。
谷
口
先
生
の
こ
の
よ
う
な
宗
教
法
慾
ム
耳
創
立
の
熱
意
な
く
し
て
は
あ
る
い
は
営
会
の
創
立
は
数
年

後
に
ず
れ
込
ん
だ
か
も
判
ち
な
い
。
こ
の
意
味
で
も
先
生
は
文
字
ど
お
り
宗
教
法
学
会
生
み
の
親
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

宗
教
法
蛍
ム
孤
創
立
準
備
会
が
、
文
部
省
宗
務
課
の
好
意
に
よ
っ
て
、
文
部
省
枇
村
山
刷
会
議
室
で
数
回
開
聞
か
れ
た
が
、
そ
こ
で
参
加
の
韓

先
生
方
と
と
も
に
「
宗
教
法
と
は
持
か
」
と
い
う
定
義
付
け
に
つ
い
て
、
喧
々
が
く
が
く
議
論
に
花
が
咲
い
た
の
も
谷
口
先
生
を
巡
る

楽
し
い
患
い
出
で
あ
る
。

宗
教
法
学
会
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
は
、
初
代
理
事
長
と
し
て
学
会
の
発
裂
の
た
め
に
先
顕
た
っ
て
献
身
的
に
努
力
さ
れ
、
ま
た
億
・
万

で
は
、
宗
教
法
に
関
す
る
論
文
を
多
角
的
に
か
つ
精
力
的
に
執
筆
窓
れ
、
学
会
の
理
論
的
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
。
と
く
に
先
生

が
、
昭
和
五
一
年
中
ハ
尭
に
嬬
集
代
表
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
辺
義
法
入
門
」

〈
新
日
本
法
規
出
版
発
行
)
に
執
筆
さ
れ
た
第
一

〈
八
ニ
東
〉
で
、
翼
賛
的
法
人
と
し
て
の
宗
教
団
体
の
性
質
に
つ
い
て
、
「
徐
大
な
{
}
一
審
患
者
〈
祖
師
・

教
祖
〉
が
一
定
の
教
義
を
ひ
ろ
め
、
宗
教
上
の
儀
式
を
持
い
、
信
者
を
教
化
湾
戒
す
る
布
教
活
動
を
行
う
場
合
に
、
こ
の
教
組
慌
に
浄
射

を
寄
進
し
礼
拝
の
施
設
を
提
扶
し
て
共
に
信
仰
生
活
に
入
る
軍
賓
と
、
こ
の
教
祖
と
が
一
体
と
な
っ
て
信
持
集
冨
を
形
成
す
る
よ
う
に

な
る
と
、
そ
の
礼
拝
撞
設
は
教
祖
の
恒
人
財
産
と
い
う
観
念
が
漸
次
談
く
な
っ
て
信
停
集
団
財
産
と
し
て
概
念
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

:
;
:
:
そ
の
礼
拝
施
設
は
、
信
者
と
結
び
つ
き
教
組
語
人
の
支
配
を
は
な
れ
て
独
立
し
た
標
念
的
自
信
掠
集
躍
の
財
産
と
な
り
、
そ
こ
に

は
自
ず
か
ら
そ
の
器
仰
集
団
の
主
宰
者
や
統
制
者
の
定
め
方
や
そ
の
財
麓
の
管
理
な
ど
に
つ
い
て
一
定
の
組
織
や
秩
序
が
形
成
さ
れ
る

と
と
に
な
る
。
」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
な
ど
は
、
ま
だ
宗
教
法
と
は
ど
の
よ
う
な
学
問
か
鳴
か
で
な
か
っ
た
当
時
と
し
て
は
、
大
変

「
宮
小

教
法
と
宗
教
法
人
と
民
法
」
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刺
激
に
な
り
、
今
日
で
も
こ
の
よ
う
な
先
生
の
論
文
は
、
随
所
で
わ
れ
わ
れ
に
教
訴
し
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

宗
教
法
理
論
の
指
導
者
で
あ
り
、
京
教
法
営
会
の
創
立
者
で
あ
る
谷
口
先
生
が
逝
去
さ
れ
て
、
一
一
一
年
を
経
過
し
て
い
る
。
先
生
が
こ

の
学
会
の
自
揮
と
さ
れ
た
宗
教
法
学
の
壁
界
的
規
模
で
の
発
展
の
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
会
員
が
で
き
る
限
り
の
糟
進
を
し
て
学
会
の
よ



り
一
回
漕
の
充
実
に
努
力
す
る
こ
と
こ
そ
、
掌
会
に
対
す
る
先
生
の
期
待
に
報
い
る
唯
一
の
途
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

改
め
て
、
先
患
の
ご
建
前
に
お
書
す
る
と
と
も
に
、
ご
冥
揺
を
心
か
ら
お
摂
り
す
る
次
第
で
あ
る
α

一
九
九
三
年

月一一
O
B

業
教
法
学
会
理
事

谷口級王手先生を悲喜んで

安

裁

敏

夫

-183 
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川
島
武
宜
先
生
の
逝
去
を
暗
む

宗
教
法
学
会
・
前
常
務
理
事
、
川
島
武
宣
先
生
は
、
さ
る
一
九
九
一
一
年
五
月
一

-184-

一
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
。

わ
れ
わ
れ
会
員
は
さ
き
に
、
交
彦
名
実
と
も
に
創
立
者
で
あ
る
と
こ
ろ
の
義
口
知
平
先
生
を
失
ぃ
、
さ
ら
に
今
春
、
制
創
設
以
来
谷

口
先
生
を
佐
け
て
こ
の
慾
ム
胃
の
定
礎
、
発
患
に
尽
く
さ
れ
た
川
島
先
生
を
失
う
c

な
ん
と
も
痛
髄
哀
惜
の
惑
に
た
え
な
い
。

故
苔
口
先
生
は
、
こ
の
学
会
の
設
立
を
考
え
ら
れ
た
当
初
、
安
武
敏
夫
教
捜
〈
現
常
務
理
事
)
と
と
も
に
、
ま
ず
小
野
清

部
及
、

君
ホ
教
法
研
究
』
第
一

O
接
、
ム
ハ
資
〉
。

つ
い
で
川
島
先
患
を
罷
訪
さ
れ
相
談
さ
れ
た
、
と
い
う
〈
安
武
敏
夫
「
谷
口
先
生
を
器
ん
で
」

や
が
て
川
島
先
生
は
、
一
九
八

O
年
一

O
月
の
宗
教
法
学
会
設
立
準
鏑
委
員
会
で
は
谷
口
先
生
と
と
も
に
理
事
と
し
て
組
謙
作
り
を
な

さ
れ
、
設
立
後
先
生
は
谷
口
理
事
長
の
も
と
常
務
理
事
と
な
り
、

一
九
八
九
年
に
辞
任
さ
れ
る
ま
で
、
学
会
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た
。

川
島
先
生
は
長
年
東
京
大
学
に
お
い
て
民
法
学
受
講
じ
ら
れ
、
畏
法
学
の
み
な
ら
ず
法
社
会
学
・
法
学
方
法
論
に
お
い
て
絢
繍
た
る

業
績
を
残
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
ま
さ
ら
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
〈
そ
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
期
え
ば
、

ュ
リ
ス
ト
』



一
一
足
…
臼
寺
前
夜
「
川
島
法
学
の
軌
鯨
い
あ
る
い
は
可
法
律
時
報
』
月
号
所
収
「
川
島
詰
社
会
学
の
軌

跡
と
展
開
」
、
参
殿
)
。
大
学
を
定
年
退
宮
後
、
弁
護
士
と
し
て
法
礎
実
務
に
つ
か
れ
、
こ
の
間
に
宗
教
裁
判
に
も
関
わ
り
、
そ
の
裁

九
九

一
九
九
三
年

判
記
録
は
宗
教
法
研
究
者
に
と
っ
て
示
唆
す
る
も
の
す
こ
ぶ
る
多
い
。

け
だ
し
、
今
日
み
ら
れ
る
よ
う
な
宗
教
法
裁
会
の
発
践
の
碁
礎
は
、
学
会
第
創
期
に
お
け
る
谷
口
先
生
の
菰
摩
な
包
容
力
あ
る
籍
児

と
、
併
せ
て
川
島
先
生
の
竣
烈
な
学
究
的
情
熱
と
に
よ
っ
て
題
め
ら
れ
た
と
い
う
も
過
震
で
は
な
い
。
い
ま
私
ど
も
は
、
学
会
が
向
後

さ
ら
に
擾
れ
た
よ
り
豊
か
な
盛
果
を
滋
げ
る
よ
う
研
究
協
閉
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
生
の
動
志
に
応
え
、
壷
力
に
報
い
た
い
と
患
っ
。

一
九
九
二
年
一

O 
日

宗
教
法
学
会
理
事
長

林

韓

川島武笈先生の議室去そ悼む
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